
平成 19年 7月 16日発行 

戸狩少年野球クラブ通信 

 “ The 武（たけし）！ ６” 

 戸狩少年野球クラブ親の会 

 台風４号は全国各地に多大な被害をもたらしましたが、ここ飯山地方は大きな災害もなく、今回の夢丸

リーグも途中までは何とか開催出来ました。雨の中参加して頂いた皆さんお疲れ様でした。 

今回も木原副会長に解説をお願いしましたが、今回も３時間後には解説メールが届き、副会長の熱い思

いと、私に対する「早く作れよ！」というメッセージに見えました。さて”The 武！６”のスタートです。 

夢丸農業小学校広域自然リーグ  平成 19年 7月 15日 

朝七時前に連絡網が回って来た。台風四号の影響で昨日から雨が降って

いたのでてっきり中止の連絡と思いきや何と実施の連絡であった。いつも

のように草取りをやってから試合開始となるが、すでに草取り時点でユニ

ホームは真っ黒。先が思いやられる中、試合開始。結局午後から雨足がつ

よくなり終了。空模様のように何かスッキリしない一日でした。 
 
１試合目：Bチーム 
ﾁｰﾑ名／回 １ ２ ３ ４ ５ 計 
戸狩少年野球クラブ B] 18 2 ─ ─ ─ ２０ 
泉台ジュニア B ０ １ ─ ─ ─ １ 
９時２０分試合開始。 先発は鈴木友也君 
相手は泉台ジュニア B。先攻で始まった試合は相手ピッチャーの乱丁で

四死球が連続したちまち 4 点先取。その後も安打、エラーが続き結局この
回は打者２３人で合計１８点の猛攻となりました。守っては 1 回裏三者凡
退、２回も１点に抑えゲームセットとなり、結果は２０対１の勝利。 

 
２試合目：Aチーム 
ﾁｰﾑ名／回 １ ２ ３ ４ ５ 計 
野沢少年野球 １ ０ ２ ─ ─ ３ 
戸狩少年野球クラブ A ３ ０ ０ ─ ─ ３ 

第二試合は Aチーム。相手は野沢少年野球。先発ピッチャーは樋口
樹君。 

1 回表に１点先攻されまし
たが、その裏、1 番和也君四
球のあと 2番渉君の二塁打で
たちまち同点とすると、四番

拓也君の三塁打と相手キャ

ッチャーの後逸で１点追加。

その後も四球を選びこの回 3 点取って逆転に成功。2 回は両チーム
とも 0 点。迎えた３回表、打撃妨害などで出塁をゆるし、2 点追加



で同点とされてしまいました。しかしこの回、ランナー１，３塁の場面で 1塁ランナーが盗塁を試みたと
ころでキャチャー卓朗君→ショート拓也君がカット→サード和也君で飛び出したサードランナーを見事ア

ウトにするという好プレーがでました。毎日の練習の成果が着実に実力として身についてきているようで

す。3回裏最終攻撃、１点取れば勝利でしたが惜しくも無得点。結局３対３の引き分けとなりました。 
 
３試合目：Aチーム 
ﾁｰﾑ名／回 １ ２ ３ ４ ５ 計 
戸狩少年野球クラブ A ０ ０ ─ ─ ─ ０ 
みこと川昭和少年野球 A ５ １ ─ ─ ─ ６ 
３試合目はみこと川昭和少年

野球 A。今回戸狩に合宿に来て
いて特別参加したチームです。

先発ピッチャーは福沢隆成君、

リリーフ沼田拓也君 
どんなチームかと試合前の練

習を見ていると、ピッチャーは

サウスポー、スピード、コント

ロールともになかなかのもので

始める前から苦戦が予想された。

1 回表は先頭和也君がヒットで
出塁するも２～４番が見事に抑えられあっという間のチェンジ。1回裏相手の攻撃。1番二塁打、２番バン
トヒットの後、3 番にランニングホームランで一挙３点を先取される。このころから雨足がつよくなり、
ピッチャー隆成君球が滑って投げにくそう。結局打者一巡で 5 点を取られてチェンジ。2 回の攻撃も三者
凡退に抑えられ、2回裏は拓也君にリリーフ。１点追加されましたが、4人で斬って取りこの回終了。この
時点で天候の回復が見込めず試合終了。ついに丸ナス不敗神話は終了。みこと川は非常によいチームで監

督いわく「レベルが違う」チームでした。 
 

最後にひと言 
選手の皆さん、監督に毎回言われ続けていますが、あいさつをし

っかりやりましょう。 
打席に入る時は必ずヘルメットを取り審判に向かって大きな声で 

「おねがいします」 
ボールを取ってもらったら必ず 

「ありがとうございます」 
などあいさつをきちっとできる選手になりましょう。 
 

 監督の言葉 

「野球はあいさつに始まり、あいさつに終わる」


